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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について 

 

１ 評価の目的 

 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，

大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環

境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学

等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ

とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，

教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公

表することにより，公共的機関としての大学等の教育研

究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ

う支援・促進していくことを目的としている。 

 

２ 評価の区分 

 機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分

までを試行的実施期間としており，今回は以下の 3 区分

で評価を実施した。 

 (1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動） 
 (2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 
 (3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

 

３ 目的及び目標に即した評価 

 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発

揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する

目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。

そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史

や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，

将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて

いることを前提とした。 

 
 
○全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」

について 
 

１ 評価の対象機関及び内容 

 本テーマでは，大学等が行っている教育研究活動等を

基盤とした国際的な連携や交流活動について，全学的（全

機関的）な方針の下に部局等において行われている活動

を対象とした。 

 対象機関は，設置者から要請のあった全国立大学（97
大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を

除く 14 機関）並びに公立大学の一部（4 大学）とした。 

 評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 5 年

間の状況の分析を通じて，次の 3 つの評価項目により実

施した。 
 

(1) 実施体制 
(2) 活動の内容及び方法 
(3) 活動の実績及び効果 

２ 評価のプロセス 

(1) 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己

評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ

を含む。）を平成 15 年 7 月末に機構へ提出した。 
(2) 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会

委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評

価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて

評価を行い，その結果を専門委員会で取りまとめ，

大学評価委員会で評価結果を決定した。 
(3) 機構は，評価結果に対する対象大学等の意見の申

立ての手続きを行った後，平成 16 年 3 月の大学評

価委員会において最終的な評価結果を確定した。 

 

３ 本報告書の内容 

 「Ⅰ 対象機関の概要」，「Ⅱ 目的」，「Ⅲ 国際的な

連携及び交流活動に関する目標」，「Ⅳ 対象となる活動

及び目標の分類整理表」及び「特記事項」は，当該大学

等から提出された自己評価書から転載している。 

 
 「Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果」は，活動の分類ご

とに，各評価項目での観点ごとの活動の状況・判断を記

述している。「判断」は，目標を達成する上で，「優れて

いる」，「相応である」，「問題がある」の3種類で示して

いる。 
 
 「Ⅵ 評価項目ごとの評価結果」は，評価項目ごとに，

「目的及び目標の達成への貢献の状況」，「目的及び目標

で意図した実績や効果の状況」として，活動の分類ごと

の状況を総合的に判断して，当該評価項目全体の水準を

以下の5種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い

て示している。 

・十分に（貢献して又は挙がって）いる。 

・おおむね（貢献して又は挙がって）いる。 
・相応に（貢献して又は挙がって）いる。 

・ある程度（貢献して又は挙がって）いる。 

・ほとんど（貢献して又は挙がって）いない。 

 なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及

び目標に対するものであり，大学等間で相対比較するこ

とは意味を持たない。 

また，評価項目ごとに，当該大学等の活動において特

徴あるとみなされる点等を，「特に優れた点及び改善を

要する点等」として記述している。 
 

 「意見の申立て及びその対応」は，評価結果に対する

意見の申立てがあった大学等について，その内容とそれ

への対応を併せて示している。 
 
４ 本報告書の公表 
 本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも
に，広く社会に公表している。 
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Ⅰ 対象機関の概要 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

１ 機関名：香川医科大学 

２ 所在地：香川県木田郡三木町 

３ 学部・研究科・附置研究所等の構成 

医学部（医学科・看護学科），大学院医学系研究科（博

士課程（医学科）・修士課程（看護学科）），医学部附

属病院，附属実験実習機器センタ－，附属動物実験

施設，放射性同位元素実験室，情報メディアセンタ

ー，希少糖応用研究センター，地域支援センター，

保健管理センター，国際交流会館，附属図書館 

４ 学生総数及び教員総数 

学生総数  977 名（学部 836 名，大学院 141 名） 

教職員総数 888 名 

（教員 270 名，教員以外の職員 618 名） 

５ 特徴 

香川医科大学は，昭和 53 年 10 月に開学，昭和 55 年

4 月に開講，昭和 61 年 4 月には大学院医学研究科（博士

課程）が設置された。平成 8 年 4 月には医学部に看護学

科が併設され，平成 12 年に大学院医学系研究科看護学

専攻（修士課程）が設置された。また，昭和 58 年 10 月

には医学部附属病院の診療を開始した。 

本学の基本理念は 

（1）世界に通ずる医学の教育研究を目指す。(讃岐の丘

から世界に発信) 

（2）人間性に対する思索を基調とした「人間性の医学」

の確立（讃岐の丘を人間形成の場に） 

（3）地域医療の向上と医学の進歩・人類の福祉に貢献

（讃岐に広がる医療ネットワーク） 

の３つであることからも判るように，国際化を大き

な柱として当初より位置づけている。 

本学の国際的な連携及び交流活動は，上記理念（1）

に基づくものであるが，（2）及び（3）の実現にも寄与

している。医学部のみの単科大学であることから，その

目的を達成するため焦点を絞り，交流する大学及び研究

機関等を選定しかつ重点的・継続的に行っている。 

なお，国際交流活動推進の目的で，国際交流会館が平

成 11 年 11 月に設置された。 

6 平成 14 年度歳入歳出額 

歳入 約 114 億円  歳出 約 150 億円 

7 ホ－ムペ－ジ 

http://www.kms.ac.jp 

Ⅱ 目的 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

本学は，基本理念の一つである『世界に通ずる医学の

教育研究を目指す(讃岐の丘から世界に発信)』を実現す

るため，従来，国際交流事業の充実と発展を最重要課題

として位置づけ，学内では教育，研究，医療及び管理運

営の 4 部門にわたり，学外では国際活動を通じた地域貢

献において，以下を目的として，多面的な活動に取り組

んできた。 

 

(1)教育面：学部学生及び大学院学生を諸外国に派遣し，

また，諸外国の学生や教員の本学への受入れも積極的

に行う。外国の学生や教員との人間的，文化的触れ合

いや，相互に有する専門的な知識・技術・システムな

どの習得・経験の中から，真の「国際人」としての自

覚と感覚を有した，国内外で広く活躍できる医師・看

護師を育成する。 

(2)研究面：共同研究の積極的な展開や，国際会議・学

会などの機会をとおして，国際的に通用する質の高い

研究者を育成する。また，国際的諸問題の解決への貢

献ができる研究者を育成する。こうして世界の研究の

拠点化を目指す。 

(3)医療面：諸外国の先進的な医療及び看護の知識・技

術・システムなどと本学のそれを比較検討し，適宜本

学への導入や相手への提供をしながら，その質の向上

に寄与する。一方本学の有する医療を発展途上の諸国

へ還元する。 

(4)管理運営面：教員評価システム，病院管理システム

などに関するノウハウを，諸外国のそれらと比較検討

しながら，改変や導入を試み，より合理的で効率的な

ものを創り出す。 

(5)地域貢献面：香川県・高松市・三木町など官（地方

自治体）の行う国際交流活動と連携しながら，県下の

各種国際交流団体や NGO などと密な連携と協力の

もと，本学の有するノウハウを提供して，地域の国際

活動の牽引者となる。 

以上の目的は，単科大学としての実情及び地域性など

本学の置かれた環境にも十分配慮し戦略的に立てられて

いる。学生や教職員の一人一人が国際的なセンスで行動

でき，国際的に通用する医師・看護師そして教育者・研

究者の養成を目指すと共に，交流相手からも評価し感謝

される内容と質を維持することを目指し努力している。 
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Ⅲ 国際的な連携及び交流活動に関する目標 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

 

本学は，医学部（医学科及び看護学科）のみの単科大

学であり，教職員数も総合大学に比べると少ないのが現

状である。したがって前掲(1)～(5)の目的を実現するため

には，単に交流する大学や研究機関の数を増やし広い交

流を目指すのではなく，目的に合致する焦点を絞った交

流先を選定し重点的な交流活動を，継続性を持って展開

することにより，交流先との深い相互協力・相互扶助を

介して，真の「国際的な連携及び交流」の構築を目指し

ている。また，国際交流協定締結校以外との交流活動も，

個々の講座単位で積極的に推進するよう推奨している。 

 本学では，国際的な連携及び交流活動における目標を

次のとおり定めている。 

 

1 基礎・臨床教育，研究，診療などにおける国際交流

連携校との交流活動の推進 

大学レベルでの国際交流協定（若しくはそれに準じた

契約）を締結し活動を行う対象校を，カルガリ大学医学

部及び看護学部（カナダ），ニューキャッスルアポンタイ

ン大学医学部（イギリス），テキサス大学サンアントニオ

校ヘルスサイエンスセンター（アメリカ），中国医科大学

及び河北医科大学（以上，中国）の 5 校 6 学部に絞り，

学部学生や大学院学生を派遣し国際感覚の育成を図る。

中国やバングラデシュなどの大学からは留学生を積極的

に受け入れ，研究や診療の指導を行い将来の指導者的立

場の研究者や医師を育成する。また，個々の講座レベル

を中心に，国際交流協定締結校以外の大学や研究所との

交流も推進する。これらの交流を通じて，教育，研究，

診療などにおける国際連携・協力活動を活性化する。 

そして，特に教員評価システム，病院管理システム，

教育システムなどの開発をカルガリ大学医学部などと共

同して推進することで，大学の種々の活動において国際

的に通用するモデルシステムを開発する。 

２ 外国人留学生・研究者のための支援施策と事業展開 

外国人留学生の積極的な受入れのために，留学生支援

策として，担当の事務局組織の充実や，奨学金制度をは

じめとする種々の施策を講じる。平成 11 年に建設した

国際交流会館は，来日後の学生に安全で安価な住居を提

供する意味で大きな役割を果たしているが，そのような

ハード面での更なる充実を図るとともに，語学面でのサ

ービスの向上や，IT 環境を充実した国際的情報交換が手

軽にできる環境整備や，地域とも協力して外国人が住み

やすい環境の整備など，ソフト面でも更なる充実を図る。 

3 開発途上国等への国際協力貢献の推進 

開発途上国からの研究者や医師の受入れを積極的に行

い，本学の有するノウハウや知識を教授し，将来の指導

者としての育成を図る。10 月に統合する香川大学の各学

部とも連携して国際協力事業への協力も一層推進し，項

目を絞り込みながらも，本学からの研究者や医師の派遣

をより積極的に行い国際協力への貢献を図る。 

4 国際共同研究や国際会議等の主催開催や参加を通じ

た研究活動の活性化 

国際交流連携を行っている大学との共同研究をはじめ

個々の研究者レベルとの共同研究を積極的に展開し，ま

た，国際会議やシンポジウム，研究会の主催・共催，参

加を通じて研究活動の活性化や成果の発信を行う。国際

学会やシンポジウムなどを主催開催できる研究拠点作り

を戦略的に進めるため，プロジェクト型研究の推進と組

織作りを行う。 

5 地域の国際交流事業への主導的参画 

本学の国際交流事業の目的の柱のひとつは，地域の国

際化に寄与することである。そのために，自治体や各種

交流団体が行う事業と有機的に連携を取りながら協力す

る。また，官及び民間の交流組織とのネットワークを作

り共同で交流事業を企画し展開することで，本学の有す

るノウハウや知識を提供し，地域の活性化に貢献する。 

6 本学国際交流実現のための組織体制作りと活動基金

の確保充実 

 本学の特徴ある国際交流の実践を保証するための組織

体制を，学内及び学外との連携により構築する。特に本

学の国際連携・協力活動を可能にする財源の確保の目的

で，基金を設立し有効かつ公正に運営する。 

 

以上のような目標を掲げ，本学の国際的な連携及び交

流の組織的，戦略的推進を目指している。本学の個性の

一つは，開学当初より，国際交流活動であった。これま

での歴史の中でその理念は一定以上に実現されているが，

今後更に個々の活動を充実発展させると共に，新しい企

画にも積極的にチャレンジし，本学の学生が，教職員が，

そして地域住民が，また何よりも，パートナーとなる相

手先が満足のいく質を維持できるよう努める。 
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Ⅳ 対象となる活動及び目標の分類整理表 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

活動の分類 「活動の分類」の概要
 対象となる活動 対 応 す る

目標の番号 

外国人研究者の受入れ 1，3 

外国人教員の任用 1，3 

外国人研究者等に関する 
各種支援 

2，6 

教職員の派遣 1，4，6 

教職員等の

受入れ・派

遣 

(1) 本学教職員を海外に派遣し，教育・研究・医療

面での交流活動に参加させ，国際性の高い人材

を育成している。 
(2) 海外からの研究者の受入れを積極的に行 い，派

遣大学との教育・研究・医療面での協力を推進

している。 
(3) 教育システム，評価システムなどを共同で開発

している。 各種システムの共同開発 1，6 

外国人留学生の受入れ 1，2，6 

外国人留学生に対する各種支援

支援（国費，私費，国際交流協

定による短期留学生） 

2，3，6 

教育・学生

交流 
(1) 海外派遣受入大学・研究所との交流の充実を図

り，人間的，文化的触れ合いや，知識・技術など

の習得の中から，国際人として活躍できる医師・

看護師を育てている。 
(2) 中国などのアジア諸国から外国人留学生の受入

れを積極的に推進し，教育研究者の育成を図って

いる。 
学生の海外留学（国際交流協定

による短期留学生） 
1，2，6 

本学教員による国際学会の設立 4，6 国際学会等

の開催・参

加 

(1) 教育・研究・医療分野での質の向上と成果の発信

を目指し，国際会議，研究会，シンポジウム，ワ

－クショップなどの主催や，それらへの積極的参

加を行っている。 
(2) 国際的な研究拠点を形成し，それを核として，国

際的活動を展開する。 

国際会議，研究会，国際シンポ

ジウムの開催・参加 
4，6 

国際共同研

究の実施・参

加 

 国際交流協定締結校を中心として，国際共同研究

を行っている。また，本学主催の国際学会・シンポ

ジウム・セミナーなどを開催し，共同研究の醸成の

場としている。 

国際共同研究の推進 
 

1，4，6 
 

国等が行う技術協力事業への参

加 
 

3，6 
 

開発途上国

等への国際

協力 

 本学の基礎研究・医療研究の分野で国際協力を推

進し，本学の有する知識・技術を提供している。特

に，開発途上国から多くの外国人留学生の受入れを

企画・推進し，指導者としての育成をしている。 
有能な指導者の育成 2，3 

地域の国際

交流事業へ

の貢献 

 本学の国際交流事業を地域の事業と有機的に連携

している。官及び民間の交流組織とのネットワーク

を作り，本学のノウハウを活かして協力している。 

地域の国際交流事業への貢献 3，4，5 
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Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果 
 

１ 教職員等の受入れ・派遣 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 外国人研究者の受入れ，教職員

の派遣を実施するため，国際交流委員会が全学的な活動

の企画・立案を行っている。国際交流協定締結校を対象

に，コーディネーター3 名を置き，協定締結校との連絡

調整，学術交流の企画・立案に当たっている。協定校以

外については各講座等が活動の推進に当たっている。外

国人教員を任用するため，教授会が候補者の決定を行い，

教務委員会において担当する講義等の詳細を審議してい

る。国際交流委員会は，副学長を委員長として，基礎医

学系講座から 2 名，臨床医学系及び附属病院から 1 名，

看護学科から 1 名，事務局長から構成されており，全学

的に意見が反映できるようになっている。コーディネー

ター3 名は，活動を推進している教員から選任し，継続

性のある交流を図るため任期を設けず，2 名は国際交流

委員会委員を兼任し，1 名は委員会で関連する議題の議

論に参加できることにしており，国際交流委員会との連

携が図られている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 全教職員に対して，大学として

の国際交流に係る基本方針に基づく方向性が示されてい

る「平成 8 年度自己点検評価報告書」を冊子にまとめて

配布することにより周知を図っている。教授会において，

国際交流委員会の審議事項を資料に基づき，説明を行っ

ている。関係部署に対して，書面や電子メールにより募

集案内や事務手続き等の連絡がなされている。学術交流

協定校や関連機関に対して，留学生の受入状況，学生の

派遣状況等の大学の取組状況が掲載された大学概要や大

学の組織，沿革，外国人留学生向けのプログラム，奨学

金，授業料等の情報を英文で紹介した英文大学概要を配

布している。学内外に対して，大学としての国際交流に

係る課題とその方向性，国際交流に係る取組状況等を大

学ホームページ上に掲載することにより，周知している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 学術交流協定校との交流に

ついては，相手側の問題点やニーズを把握するために，

最低 1 年おきにコーディネーターが相手校を訪問し合っ

て，次年度派遣教員や共同研究者と直接会って，打合せ

を行っている。学術交流協定校以外の活動状況を把握す

るため，2 年毎に実施する自己点検評価の中で，受入・

派遣施設，人名，人数等の活動実績を収集している。収

集した情報を基に国際交流委員会において，情報を分析

し，継続性や必要性等，新たな交流協定締結の可能性が

あるかについて検討を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 平成 13 年度に策定された「国際交流・

国際貢献指針」において，外国人教員を任用する重要性

と英語教育に当たっては，国際的に一層開かれた大学づ

くりを進めていく重要性が指摘されている。香川医科大

学開講 20 周年記念事業基金による活動については，予

算・人員等を考慮した年間事業計画を年度当初に策定し

ている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の方法 国際交流協定校からの外国人研究者の受入

れ，教職員の派遣については，毎年度学内での公募を経

て，受入れ者及び派遣者を決定している。国際交流協定

以外にも，糖質バイオ研究の推進と産業化への飛躍を目

指すことを目的としている「糖質バイオクラスター特区」

に，香川県が採択され，外国人の入国・在留申請を優先

的に処理する「外国人研究者受入れ促進事業」により，

研究者を受入れている。国際交流に関わる貢献のできる

者を任用するため，情報収集に当たっては，大学の理念

を理解している学内の教員からの推薦は特に重視し，採

用のための面接においても個々の姿勢を確認している。

外国人研究者への住環境支援とコミュニティーの場を提

供する目的で，平成 11 年度に，全 10 室の居住部分と交

流の場となる多目的室を含む別棟を設けた国際交流会館

を設置している。大学の種々の活動において国際的に通

用するモデルシステムを開発する目的で，医学部の新カ

リキュラムを検討する一環としてカルガリ大学医学部に

教員を派遣したり，国際交流・連携活動の全学レベルで

の運営戦略や方針の情報収集，病院の管理運営の方法論

に関する情報交換のため，職員を派遣している。事務職

員の国際対応能力向上を目的として，「国際教育交流担当

職員長期研修プログラム」を利用して，事務職員を外国

の大学に派遣し，国際交流業務の実務体験，語学研修等

を実施している。英語でのサービス向上を図るため，外

国人来訪時の接遇・対応，外国人研究者等が日本での生

活に適応するための必要な情報提供等を主な業務とする，

国際交流アソシエイトを配置している。資金の獲得のた

め，Web 上に研究助成制度による募集案内を掲載し，応

募を促進している，また，香川医科大学学術振興財団の

補助金，開講 20 周年記念事業基金を活動の資金に充て

ている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 外国人研究者を受入れた人数は，11 名～17
名の間で推移している。活動実績の内，中国からの受入

が約 78%，バングラディッシュからの受入が約 7%を占

めている。外国人教員の任用した人数は，毎年 1 名～3
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名の間で推移している。教員を派遣した人数は，毎年 86
名～103 名の間で推移し，一定水準を維持している。活

動実績の内，国際交流協定によるものが約 12%，文部科

学省在外研究員制度によるものが，約 3%を占めている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の効果 受入れた外国人研究者の満足度は，約 35%
の外国人研究者が受入れ期間の延長を希望したことから，

一定の満足度を得ていると推測できる。任用した外国人

教員の満足度については，活動報告書において，「自らの

教育理念を本学において展開できる喜びを感じていた」，

「学生の意欲や理解力に対して高く評価し，教育研究環

境に満足していた」等と報告され，任用した外国人教員

からも感謝の意を表する手紙が寄せられており，高い満

足度を得ている。教職員の派遣の満足度は，派遣された

一部の教員（12 名）を対象にアンケート調査した結果に

よると，回答が得られた 12 名いずれも「満足」と回答

していることから，一定の満足度を得ていると推測され

る。教職員を派遣した成果は，派遣した教員がカルガリ

大学医学部が考案した，新しいカリキュラムを持ち帰り，

大学の新カリキュラムの編成の際に活用されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

２ 教育・学生交流 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 外国人留学生の受入れ，学生の

海外留学を実施するため，国際交流委員会が全学的な活

動の企画・立案を行っている。大学院学生の受入・派遣

については，大学院委員会が活動の推進に当たっている。

国際交流協定締結校を対象に，コーディネーター3 名を

置き，協定締結校との学術交流の企画・立案に当たって

いる。協定校以外については，各講座等が活動の推進に

当たっている。国際交流委員会及び大学院委員会が，受

入れた学生の資金面，居住面での支援を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 大学としての国際交流に係る基

本理念に基づく方向性が示されている「平成 8 年度自己

点検評価報告書」を冊子にまとめて配布することにより

周知を図っている。学生に対しては，教育・学生交流の

重要性が説かれた教育要項を冊子にまとめ配布している。

受入れた留学生に対しては，入学時のオリエンテーショ

ンで，大学院生に対しては，ファンダメンタルコースで，

大学の国際交流状況について説明を行っている。国際交

流派遣学生を対象として，国際交流活動に関する説明会

を開催し，大学の方針を周知している。学内外に対して，

大学としての国際交流に係る課題とその方向性，国際交

流に係る取組状況等を大学ホームページに掲載すること

により，周知している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 学術交流協定校との交流に

ついては，相手側の問題点やニーズを把握するために，

最低 1 年おきにコーディネーターが相手校を訪問し合っ

て，相手校の担当指導教員との意見交換，次回以降の派

遣や受入のあり方，学生数・時期の確認，学生への要望

等に関して協議している。一部の協定校を訪問した際に

は，過去に受入た留学生の母国における追跡調査を実施

している。学術交流協定校以外の活動状況を把握するた

め，国際交流委員会が調査を実施し，受入数，国名，目

的，研究内容等の情報を収集している。収集した情報を

基に，内容を分析し，問題点の把握，対応策を検討して

いる。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 大学の国際交流・国際貢献指針におい

て，活動を推進するという方針と今後の課題を整理して

いる。香川医科大学開講 20 周年記念事業基金による活

動については，予算・人数等を考慮した年間事業計画を

年度当初に策定している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の方法 外国人留学生の受入れの促進を図るため，

留学生募集要項を国際交流協定締結校に対して配布して

いる。受入れた外国人留学生を支援するため，開講 20

周年記念事業基金，香川医科大学学術振興財団勉学奨励

金制度によるものや各種の奨学金制度への斡旋を行って

いる。居住面での支援をするため，国際交流会館を設置

し，留学生同士の交流場として利用できるように広間を

常に開放している。大学院留学生係において，国際交流

会館の利用者の相談に応じている。留学生への情報提供

や親睦を深めるため，留学生を対象として見学旅行，留

学生懇談会を定期的に実施している。学生の留学を促進

するため，英語圏の国々へ 1 ヶ月の語学研修を行う国際

化プログラムを学部 1 年生から 4 年生を対象に実施して

いる。また，学内において留学を希望する学生を募集し，

語学力を中心とした面接等により，派遣する者を選定し

ている。派遣が決定した学生に対しては，教員の協力を

得て勉強会や英語の個別指導を行っている。大学院生に

対しては，国際学会等に参加させることにより，国際感

覚を養わせ，留学の促進を図っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 外国人留学生を受入れた人数は，毎年 24
名～26 名で推移しており，一定水準を維持している。海

外に留学した学生の人数は，国際交流協定締結校には過

去 5 年間に 45 名（平成 10 年度 5 名，平成 11 年度 7 名，

平成 12 年度 6 名，平成 13 年度 14 名，平成 14 年度 13
名）となっている。各講座等により派遣した学生は，大

学が把握している範囲内で，病院実習や臨床研修により

過去 5 年間に 50 名となっている。 
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以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の効果 受入れた留学生からは，「世界の最先端の研

究を行えることに今感激しています」と感想が寄せられ

ている。また，平成 15 年度に受入れた留学生 31 名を対

象とした，アンケート調査した結果によると，回答が得

られた 21 名いずれも満足している旨の回答をしている

ことから，一定の満足度を得ていると推測される。成果

は，外国人留学生を受け入れた結果，大学院を修了する

学生で，学業成績，人格ともに優秀と認められる者に対

して贈られる「西田賞」の受賞者が，過去 10 名の内 4
名を外国人留学生が占めている。留学を経験した学生は，

派遣先大学のニュースレターにおいて，「カナダでの研修

は大変有意義であった」旨の感想が述べられている。ま

た，カルガリ大学及びニューキャッスル・アポン・タイ

ン大学への派遣は希望する学生が定員を上回っており，

海外留学への意識が高まりつつあると推定される。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

３ 国際学会等の開催・参加 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際学会等の開催・参加を実施

するため，大学として調整をしていないが，平成 13 年

に香川大学と共同で「国際希少糖学会」を設立・参画し，

学会での研究活動を機軸に活動の推進を図っている。国

際希少糖学会の運営に協力するため，希少糖応用研究セ

ンターが置かれている。国際交流委員会が資金面での支

援を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 地域，日本，世界への貢献を教

育研究医療の分野で目指し，その具現化として国内外の

学会・研究会・シンポジウム・ワークショップ参加する

ことである旨が謳われ，大学としての「国際学会等の開

催・参加」を通じて目指すところを掲載している，冊子

「平成 8 年度自己点検報告書」を全教職員に対して配布

している。講座単位の国際学会等の実績を掲載した香川

医科大学業績集を Web 上で公開することにより，学内外

に周知している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 香川医科大学開講 20 周年

記念事業基金による助成制度を利用し，国際学会等の開

催・参加した教員に対して，報告書の提出を義務付け，

国際交流委員会において，内容の検討がなされ，重要事

項や問題点に対する対応策を検討している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 大学の方針として，研究面での国際活

動を体系的に組織し，継続性を持って国際会議等を主

催・開催することを目指している。平成 8 年度自己点検

評価報告書では，国際学会等へ参加する重要性，参加を

促すための方向性を示している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の方法 希少糖国際学会を基盤として，大学での希

少糖研究を世界に向けて発信することにより，国際学会

等の開催・参加を促している。国際学会等の参加に当た

って，財団法人高松コンベンション・ビューロー国際会

議等誘致推進協議会に参画することにより，学会の規模

に合わせた適切な会場や支援条件，高松市内や香川県下

の他機関における共催や後援などの可能性についての情

報を収集して，学会に関連する催しについての意見交換

を行っている。収集した情報は副学長に報告され，関連

講座に伝達している。国際学会等への参加を支援するた

め，海外に渡航する経費を助成する，開講 20 周年記念

事業基金による教職員派遣援助制度を設けている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 大学が主催した国際学会等の開催件数は，

過去 5 年間に 4 件（平成 10 年度 1 件，平成 11 年度 1 件，

平成 12 年度 1 件，平成 14 年度 1 件）となっている。国

際学会等への参加人数は，平成 10 年度 287 名から平成

12年度 256名へと減少傾向にあったが，平成 13年度 276
名，平成 14 年度 278 名へと増加傾向を示している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の効果 海外に渡航する経費を助成する教職員派遣

援助制度に，募集人員 6 名に対して 8 名が応募者数があ

ることから，教員に国際的活動への意識が向きつつある

と推測される。また，国際学会等の参加の成果は，国際

雑誌のレフェリー数の増加，国際学術賞の受賞等として

表れている。国際希少糖学会第 1 回国際シンポジウムに

おいて，希少糖研究が香川から発信されることの妥当性

を確認した「かがわ希少糖宣言 2002」が採択され，香川

県知事の記者会見や四国新聞でも取り上げられるなど，

社会的に注目を集めている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

４ 国際共同研究の実施・参画 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際共同研究の実施・参画を実

施するため，大学として調整をしていないが，平成 13
年に香川大学と共同で「国際希少糖学会」を設立・参画

し，学会での研究活動を機軸に活動の推進を図っている。

また，国際交流委員会が資金面での支援を，事務的な支

援は庶務課研究協力係が行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 各講座の研究情報を掲載した英
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文の大学概要を作成し，国際交流協定締結校や外国の大

使館等へ配布している。また大学の Web 上でも各講座の

研究情報を掲載し，学内外に公表している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 希少糖研究に係る国際共同

研究は，実施前に希少糖応用研究センター長に申請する

ことにしており，活動状況を把握している。研究成果に

ついては，半年に一度程度で，研究報告会議の開催，報

告書の提出を義務付け，希少糖応用研究推進委員会にお

いて，報告書の内容の検討，今後の必要性や発展の方向

性について方針を立てている。国際共同研究に係る個々

の教員の活動状況を把握するため，自己点検評価の中で，

研究期間，研究題目，相手方等の情報を収集している。

収集した情報を基に，自己点検評価委員会において分析

し，問題点への対応策を検討している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 大学の方針として，国内外の機関との

共同研究の活性化を図ることとしている。プロジェクト

型研究の実施に当たっては，研究者の行き来や共同研究

を推進することが企画されている。活動の内容は，個々

の講座で実施，プロジェクト型研究により実施，国際交

流協定に基づき実施されるものとなっている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の方法 共同研究を推奨するため，各講座に対して，

共同研究のパートナーとして国際交流協定締結校の情報

をホームページやコーディネーターを通じて紹介してい

る。希少糖研究プロジェクトでは，知的クラスター創生

事業，地域新生コンソーシアム事業が採択されたことに

より，幅の広い研究が行わるようになり，参画機関との

共同研究に発展させている。個々の講座の国際共同研究

の推進を図る目的で，共同研究の経費を助成するための，

香川医科大学学術振興財団研究活動助成金による国際学

術共同研究助成制度を設けている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 国際共同研究の件数は，平成 10 年度 18 件

から平成 13 年度 32 件へと順調に増加傾向を示している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 国際共同研究を実施した教員の満足度は，

国際共同研究に携わった一部の教員（12 名）を対象に，

アンケート調査した結果によると，回答が得られた 12
名いずれもが「満足」と回答していることから，一定の

満足度を得ていると推測される。講座レベルで展開して

いる国際共同研究の成果としては，国際誌などへ論文掲

載などとして表れてきている。また，長期に継続して国

際共同研究が実施されている事例があることから，相手

方も一定の満足度を得ていると推測できる。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

５ 開発途上国等への国際協力 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 開発途上国等への国際協力の実

施主体は，各講座・各教員が担っている。国際協力機構

(JICA)からの要請に協力するため，国際交流委員会委員

が JICA 四国支部との連絡・調整に当たっている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 開発途上国等への協力交流の必

要性，大学としての今後の課題・方向性が示された冊子

「平成 8 年度自己点検評価報告書」やホームページによ

り，全教職員に周知している。留学生受入れについては，

外国の大使館と連絡をとり，活動の理解を求めている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 外国人留学生懇談会や外国

人留学生等見学会などの，指導教員や担当事務職員との

交流を通して，受入れた留学生の意見やニーズを把握し，

国際交流委員会に情報を集約させ，改善に向けての対応

策を検討している。JICA のプログラムによる受入等に

ついては，国際交流委員会での審議により，活動状況を

把握し，課題や問題点を含め実施成果が報告・検討され

ており，今後の活動に活かすこととしている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 国際交流委員会において，平成 13 年

度に策定された「香川医科大学の国際交流・国際貢献指

針」の中で，今後の「開発途上国等への国際協力」に係

る活動の課題・方針が示されている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の方法 JICA 等の国際協力組織への協力は，先方

の依頼に対応しつつ，自主的な貢献が可能なものについ

ても参加している。相手国での大学の取組状況の理解を

得て，今後の活動の方向性についての意見交換をするた

め，中国及びバングラデシュの在日大使を大学に招待し，

連携関係を構築している。学術交流協定締結校に対する

協力では，相手側のニーズを把握するために，コーディ

ネーターが相手校を訪問し合っている。受入れた留学生

に対する理解を深めるため，留学生と共に，香川県民と

在県外国人との相互理解，交流を深めることを目的とし

た「かがわ国際交流フェスタ」に参加している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 JICA 等の国際協力機関に協力した教員の

人数は，過去 5 年間に 9 名（平成 10 年度 1 名，平成 11
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年度 1 名，平成 12 年度 3 名，平成 13 年度 2 名，平成

14 年度 2 名）となっている。開発途上国等の指導者を育

成する目的で，受入れた外国人留学生数は，毎年 24 名

～26 名で推移している。また，JICA 等のプログラムに

協力したことによる，研究者等を受入れた件数・人数は，

平成 12 年度 1 件・20 名，平成 13 年度 1 件・10 名とな

っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の効果 JICA のプログラムに協力したことにより

受入れた，アジア・アフリカ・中南米 10 カ国からの上

級行政官や寄生虫・公衆衛生の専門家は，「今回の訪問が

多くの知識を得ることが出来かつ興味あるものにするた

めの努力に感謝，さらに，今回の意義多き訪問と我々と

の交流の記憶を帰国後も大切にする」と感謝の意を表し

ていることから，高い満足度を得ている。また，JICA
事業のうち，マラリア防圧に関する総合的研究協力では，

当該事業により得られた研究成果を基に，ワークショッ

プや国際シンポジウムを開催するまでに発展している。

開発途上国等の指導者を育成する目的で，留学生を受入

れた結果，留学生が本国に帰り，医師や大学教授となっ

た事例などがある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

６ 地域の国際交流事業への貢献 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 県内の国際交流行事に参画する

ため，大学の学長を会長とする，県内の国際交流機関・

団体等から構成されている「香川県留学生等国際交流連

絡協議会」に参加し，事務局を大学内に置き，主体的な

役割を担っている。国際交流機関・団体等との国際交流

事業を実施するため，国際交流委員会が窓口となり，活

動の推進に当たっている。事務的な支援は，研究協力係

や学生課で行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 県内国際交流団体等に対して，

大学の「地域の国際交流事業への貢献」に係る活動状況

を掲載した大学案内や大学概要を配布している。香川県

及び三木町並びに中学・高校やその他の国際交流団体に

対して，実際の活動を実施する中で，学長，副学長，コ

ーディネーターが口頭で，大学の国際交流に係る基本理

念に基づき活動を展開している旨を表明している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 国際交流委員会での審議，

コーディネーター等が活動の企画段階に参画，主催者の

事後評価に参加する等により，活動状況を把握し，国際

交流委員会に集約させ，対応を検討している。早急に対

応が求められるものがある場合は，国際交流委員会に諮

らずに，コーディネーターが対応している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 大学の国際交流・国際貢献指針の中で，

地域との連携として，事業を実施することが明記され，

今後の課題・方向性を整理している。官及び民間の交流

組織とのネットワークを活かして，共同で国際交流行事

を実施するに当たって，事業内容等を計画・立案し展開

している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の方法 地域に対して新しい知識や技術等を提供す

る目的で，国際文化機関と共同で，地元の高校生を対象

とした「高校生のための科学セミナー」を企画している。

国際交流に関する意見を交換する目的で，香川県が実施

している「外交官招聘・地域プログラム」に参加するこ

とにより，外国の外交官を招聘している。国際交流に関

する活動の紹介やバザーなどを通して，県民と在県外国

人との相互理解・交流を深めることを目的とする「かが

わ国際フェスタ」に参加している。また，中学生や高校

生の派遣など教育面や文化の交流を目的とする，三木町

とカナダのカルガリ近郊の町との姉妹都市縁組を，大学

の国際交流に関する経験を活かして仲介・協力すること

より，国際交流親善交流に発展させている。カルガリ大

学医学部との国際交流活動や希少糖研究の成果を地元の

人々に紹介し，機会があればこれらに関連して大学を訪

問した外国人教員や研究者との触れ合いの機会を提供し

ている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 地域の国際交流事業への参加件数は，平成

10 年度 1 件，平成 11 年度 1 件，平成 12 年度 4 件，平

成 13 年度 5 件，平成 14 年度 6 件へと増加傾向にある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 地域の国際交流事業へ貢献した結果，学術

交流協定校から来学した研究者に対するホームステイ斡

旋や，大学の研究活動の援助を，地元の三木町から得て

いる。また，香川県からは礼状が寄せられている。国際

交流事業に大学の留学生が参加することによって，県下

の留学生が集まる機会が増え，留学生同士の人的交流の

輪が広がっていることが，参加報告書などで報告されて

いる。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
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Ⅵ 評価項目ごとの評価結果 
 

香川医科大学の「国際的な連携及び交流活動」につい

て，当該大学の目的及び目標に照らして行った活動の分

類（教職員等の受入れ・派遣，教育・学生交流，国際学

会等の開催・参加，国際共同研究の実施・参画，開発途

上国等への国際協力，地域の国際交流事業への貢献）ご

との評価結果を，評価項目単位で整理し，以下のとおり，

評価項目ごとの評価を行った。 

 

１ 実施体制 

 

評価は，実施体制の整備・機能，活動目標の周知・公

表，改善システムの整備・機能の各観点に基づいて，目

的及び目標の達成に貢献するものとなっているかについ

て行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 
実施体制の整備・機能の観点では，活動の分類「教職

員等の受入れ・派遣」に関して，活動の分類に属する個

別活動に対応する実施体制が整備され，国際交流協定締

結校を対象にコーディネーターを置き，協定締結校との

連絡・調整，学術交流の企画・立案を行うとともに，全

学的な企画・立案を担う国際交流委員会の委員にそのコ

ーディネーターを加えることにより，国際交流委員会と

の連携が図られていることなどから，「優れている」と判

断したが，その他の活動の分類に関しては「相応である」

と判断した。 

活動目標の周知・公表の観点では，大学としての国際

交流に係る基本方針に基づく方向性が示されている「平

成 8 年度自己点検評価報告書」を作成・配布し，周知・

公表を行っていることなどから，全ての活動の分類にお

いて「相応である」と判断した。 

改善システムの整備・機能の観点では，全ての活動の

分類において「相応である」と判断した。 

 

これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水準

とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成に相応に貢献している。 

 

 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

ここでは，活動の分類ごとの評価結果から特に重要な

点を，特に優れた点，特色ある取組，改善を要する点，

問題点として記述することとしていたが，該当するもの

がなかった。 

 

２ 活動の内容及び方法 

 

評価は，活動計画・内容，活動の方法の各観点に基づ

いて，目的及び目標の達成に貢献するものとなっている

かについて行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 

活動計画・内容の観点では，大学の国際交流・国際貢

献指針を作成し，活動を推進するという方針と今後の課

題を整理していることなどから，全ての活動の分類にお

いて「相応である」と判断した。 

活動の方法の観点では，活動の分類「地域の国際交流

事業への貢献」に関して，国際交流に関する意見交換を

目的とした「外交官招聘・地域プログラム」や県民と在

県外国人との相互理解・交流を目的とした「かがわ国際

フェスタ」への参加，香川県三木町とカルガリ近郊の町

との姉妹縁組への仲介・協力など，地域と一体となって，

大学の国際交流の成果を活かしつつ，地域の活性化にも

貢献していることなどから，「優れている」と判断したが，

その他の活動の分類に関しては「相応である」と判断し

た。 

 

これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水準

とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成に相応に貢献している。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

国際交流に関する意見交換を目的とした「外交官招

聘・地域プログラム」や県民と在県外国人との相互理解・

交流を目的とした「かがわ国際フェスタ」への参加，香
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川県三木町とカルガリ近郊の町との姉妹縁組への仲介・

協力など，地域と一体となって，大学の国際交流の成果

を活かしつつ，地域の活性化にも貢献しており，特に優

れている。 

 

３ 活動の実績及び効果 

 
評価は，活動の実績，活動の効果の各観点に基づいて，

目的及び目標で意図した実績や効果がどの程度挙がった

かについて行った。 

 
◇目的及び目標で意図した実績や効果の状況 

活動の実績の観点では，活動の分類「国際共同研究の

実施・参画」に関して，国際共同研究の件数が順調に増

加傾向を示していることから，「優れている」と判断し，

活動の分類「地域の国際交流事業への貢献」に関して，

地域の国際交流事業への参加件数が増加傾向にあること

から，「優れている」と判断したが，その他の活動の分類

に関しては「相応である」と判断した。 

活動の効果の観点では，活動の実施担当者・受け手が

一定の満足度を得ていることなどから，全ての活動の分

類において「相応である」と判断した。 

 

これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水準

とした。 

 

実績や効果の程度（水準） 

目的及び目標で意図した活動の実績や効果が相応に

挙がっている。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

ここでは，活動の分類ごとの評価結果から特に重要な

点を，特に優れた点，改善を要する点，問題点として記

述することとしていたが，該当するものがなかった。 
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◇ 意見の申立て及びその対応 
 

当機構は，評価結果を確定するに当たり，あらかじめ当該対象機関に対して評価結果を示し，その内容が既に提出

されている自己評価書及び根拠資料並びにヒアリングにおける意見の範囲内で，意見がある場合に意見の申立てを行

うよう求めた。機構では，意見の申立てがあったものに対し，その対応について大学評価委員会等において審議を行

い，必要に応じて評価結果を修正の上，最終的な評価結果を確定した。 

ここでは，当該対象機関からの申立ての内容とそれへの対応を示している。 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 活動の内容及び方法 

（活動の分類：教育・学生交流） 

 

【評価結果】 活動計画・内容，活動の方法，共に「以

上からこの観点の状況は目標に照らして相応である。」

とされている。 

 

【意見】 相応であるとあるが，本学が国際交流に対す

る指針をしっかりと持ち，それに準拠した中身の濃い教

育・学生交流を行っており，計画・内容としても，活動

の方法の両観点において，「優れている」の評価が妥当

ではないかと考える。 

 

【理由】 本学は，国際交流を非常に重視し，特に教育・

学生交流について独自のプログラムを展開している。協

定に基づき派遣していることについて評価をして欲し

い。平成 8 年度には自己点検評価書においてその活動の

方向性を示し，それを 5 年後に再評価して平成 13 年度

の国際交流指針に明記している。当然活動計画内容およ

びその方法についても評価している。例えばカルガリ大

学医学部における学生派遣の効果が高いので，看護学科

の学生においても同様のプログラムを開始すべく，交流

協定を締結するなどは，評価に基づく計画性を持った交

流活動に他ならないのではないかと考える。香川医科大

学学術振興財団勉学奨励金制度を続けながら，さらに国

際交流活動の支援を目指して香川医科大学開講 20 周年

記念事業基金を設けたのも，自己点検評価書と国際交流

指針に基づくものであり，それは留学生に対しても，ま

た派遣学生に対しても，より厚い支援の実現化に繋がっ

ている。さらに国際性のアップに必要な英語力をアップ

するための TOEIC の義務化も，いち早く導入した方法

として特記すべきものであり，学生の英語力アップに定

量的な効果を上げている。 

 

 

 

【対応】 原文のままとした。 

 

【理由】 当該大学において自己評価されているとお

り，観点「活動計画・内容」では，活動の目標を達成す

るために，必要な活動計画が実行可能性等を踏まえて，

明確に策定されているか，活動の内容が目標との整合

性，範囲の適切性，発展性等の面で適切なものとなって

いるかについて評価している。当該大学の取組や活動の

状況について評価した結果，国際交流・国際貢献指針の

内容が今後の方針・課題にとどまっている点などから，

「観点ごとの判断の目安」に基づき，「相応である」と

した。 

観点「活動の方法」では，活動の目標を達成するため

に，有効な活動方法が採られているか，資金・環境的資

源の獲得の取組が行われているか，IT 利用等による活動

方法の効率化に取り組んでいるかについて評価してい

る。当該大学の取組や活動の状況について評価した結

果，学生派遣のための大学独自のプログラムを用意して

いる点などは，目的及び目標の達成に貢献しているもの

の，外国人留学生の受入促進策が留学生募集要項の配布

にとどまっている点や，大学院学生の留学促進策が国際

学会等に参加させるにとどまっている点などから，「観

点ごとの判断の目安」に基づき，「相応である」とした。 
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申立ての内容 申立てへの対応 

以上の理由から，計画・内容面でも，活動の方法面で

も「優れている」の評価が適当であると考えている。 

 

【評価項目】 活動の実績及び効果 

（活動の分類：教育・学生交流） 

 

【評価結果】 活動の実績，活動の効果，共に「以上か

ら，この観点の状況は目標に照らして相応である。」と

されている。 

 

【意見】 相応であるとあるが，本学が国際交流に対す

る指針をしっかりと持ち，それに準拠した中身の濃い教

育・学生交流を行っており，実績及び効果とも十分に得

られていることから，両者とも「優れている」の評価が

妥当ではないかと考える。 

 

【理由】 受入れ外国人の評価は一定程度してもらえて

いるようであるが，派遣学生については不十分な評価で

はないかと考える。 

すなわち，本学が単科大学として，1992 年以来毎年

コンスタントに平均約 10 名の学生を，国際交流協定に

基づき派遣していることについて評価をして欲しい。平

成 8 年度の自己点検評価書や平成 13 年度の国際交流指

針に明記した方針に従い，数よりも中身を重視した質の

高い派遣事業を行っている。すなわち単なる見学（観光

的な相互訪問）ではなく，カルガリ大学（医学部・看護

学部）やニューキャッスルアポンタイン大学医学部など

を中心に，英語力を中心とした選考会まで行って選りす

ぐった学生を派遣している。派遣した大学の学生と共に

学び，試験を受けるなどの評価まで受けているのであ

る。単に人数だけからすると多いとは言えないかもしれ

ないが，単科大学において毎年 10 名程度の学生が選抜

され派遣されて，将来本気で国際的な医学・看護学（国

際的な場において活躍する）を目指す動機付けになって

いることを評価して欲しい。派遣プログラムへの学生の

人気は非常に高い。 

以上のように，活動の実績ならびに効果とも十分に挙

がっていると判断している。是非，再評価をお願いした

い。 

 

 

 

【対応】 原文のままとした｡ 

 

【理由】 当該大学において自己評価されているとお

り，観点｢活動の実績｣では，活動の実績から見て，活動

が有する目標をどの程度達成したか，活動の実績の年次

変化は適切であったかについて評価している。当該大学

の取組や活動の状況を評価した結果，実績の年次変化が

増減している点や，当該大学が主張している実績の質の

高さの根拠が不明確な点などから，「観点ごとの判断の

目安」に基づき，「相応である」とした。 

観点｢活動の効果｣では，活動の実施担当者，連携･協

力先の得た成果，満足度はどの程度だったか，社会的ニ

ーズにどの程度応えたか，目的の達成に向けてどの程度

貢献したかについて評価している。当該大学の取組や活

動の状況を評価した結果，大学から示された活動の分類

に属する全ての個別活動の成果や満足度は，部分的・間

接的な事象の範囲内にとどまっていることから，当該観

点の状況を総合的に判断し，「観点ごとの判断の目安」

に基づき「相応である」とした。 
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申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 活動の内容及び方法 

（活動の分類：地域の国際交流事業への貢

献） 

 

【評価結果】 「以上から，この観点の状況は目標に照

らして相応である。」とされている。 

 

【意見】 相応であるとあるが，本学国際交流･国際貢

献指針に基づいて計画された内容であり十分な計画性

のもとに一定の成果を上げている様々な内容を展開し

ており，「優れている」の評価が妥当ではないかと考え

る。 

 

【理由】 活動の方法で述べてある各種の活動（高校生

のための科学セミナー，外交官招聘プログラムの参加，

国際フェスタ，三木町の姉妹町縁組への貢献など）は，

地域の国際交流事業への貢献に寄与する内容そのもの

である。もちろんこれらは，国際交流・国際貢献指針に

基づいて計画された内容であるとともに，いずれの事業

も地域への貢献において適切な効果を生む内容である。

そして目標に沿った活動内容を展開するにおいて，それ

ぞれを実践した方法についても，成果に繋がっているこ

とは，各活動内容が適切であったことの証であるととら

えている。本観点において特に重要なことは，これらの

活動の大部分が，本学が着実に実践してきた国際交流協

定締結校との交流から派生してきた内容であることで

ある。これらのことを是非評価願いたい。 

 

 

 

【対応】 原文のままとした。 

 

【理由】 当該大学において自己評価されているとお

り，観点「活動計画・内容」では，活動の目標を達成す

るために，必要な活動計画が実行可能性等を踏まえて，

明確に策定されているか，活動の内容が目標との整合

性，範囲の適切性，発展性等の面で適切なものとなって

いるかについて評価している。当該大学の取組や活動の

状況を評価した結果，国際交流・国際貢献指針の内容が

今後の課題・方向性にとどまっている点などから，「観

点ごとの判断の目安」に基づき，「相応である」とした。 

【評価項目】 活動の実績及び効果 

 

【評価結果】 

実績や効果の程度（水準） 

目的及び目標で意図した活動の実績や効果が相応に

挙がっている。 

 

【意見】  

実績や効果の程度（水準） 

目的及び目標で意図した活動の実績や効果がおおむ

ね挙がっている，と判断する。 

 

【理由】 1） 教職員等の受入れ・派遣における活動 

 

 

【対応】 原文のままとした。 

 

【理由】 大学から申立てのあった，1）については，

観点「活動の実績」において，実績の年次変化が増減し

ている点など，また，観点「活動の効果」においては，

当該大学から示された活動の分類に属する全ての個別

活動の成果や満足度は，部分的・間接的な事象の範囲内

にとどまっていることから，当該観点の状況を総合的に

判断し，「観点ごとの判断の目安」に基づき，「相応であ

る」とした。 

2）については，観点「活動の実績」において，実績 
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申立ての内容 申立てへの対応 

の実績及び効果の評価 

特に効果においては，派遣した教官のアンケートによ

る評価も高く，受け入れた教官による教育面での成果も

挙がっている。従って，相応であるとの評価であるが，

優れているとの評価が妥当であろうと思っている。 

2） 教育・学生交流における活動の実績及び活動の効

果の評価 

受入れ外国人の評価は一定程度してもらえているよ

うであるが，派遣学生については不十分な評価ではない

かと考える。 

すなわち，本学が単科大学として，1992 年以来毎年

コンスタントに平均約 10 名の学生を，国際交流協定に

基づき派遣していることについて評価をして欲しい。平

成 8 年度の自己点検評価書や平成 13 年度の国際交流指

針に明記した方針に従い，数よりも中身を重視した質の

高い派遣事業を行っている。すなわち単なる見学（観光

的な相互訪問）ではなく，カルガリ大学（医学部・看護

学部）やニューキャッスルアポンタイン大学医学部など

を中心に，英語力を中心とした選考会まで行って選りす

ぐった学生を派遣している。派遣した大学の学生と共に

学び，試験を受けるなどの評価まで受けているのであ

る。単に人数だけからすると多いとは言えないかもしれ

ないが，単科大学において毎年 10 名程度の学生が選抜

され派遣されて，将来本気で国際的な医学・看護学（国

際的な場において活躍する）を目指す動機付けになって

いることを評価して欲しい。派遣プログラムへの学生の

人気は非常に高い。 

以上，実績及び効果とも十分に得られていることか

ら，活動の実績のみならず活動の効果も「優れている」

の評価が妥当ではないかと考える。 

３） 地域の国際交流事業への貢献における活動の実績

及び活動の効果の評価 

活動の方法で述べてある各種の活動（高校生のための

科学セミナー，外交官招聘プログラムの参加，国際フェ

スタ，三木町の姉妹町縁組への貢献など）は，地域の国

際交流事業への貢献に寄与する内容そのものである。も

ちろんこれらは，国際交流･国際貢献指針に基づいて計

画された内容であるとともに，いずれの事業も地域への

貢献において適切な効果を生む内容である。特に国際交

流協定締結校との交流から繋がってきた内容であり，こ 

の年次変化が増減している点など，また，観点「活動の

効果」においては，当該大学から示された活動の分類に

属する全ての個別活動の成果や満足度は，部分的・間接

的な事象の範囲内にとどまっていることから，当該観点

の状況を総合的に判断し，「観点ごとの判断の目安」に

基づき，「相応である」とした。 

3）については，観点「活動の効果」において，当該

大学から示された活動の分類に属する全ての個別活動

の成果や満足度は，部分的・間接的な事象の範囲内にと

どまっていることから，当該観点の状況を総合的に判断

し，「観点ごとの判断の目安」に基づき，「相応である」

とした。 

以上から，「実績や効果の程度（水準）」については，

前述の評価結果を変更していないため，変更しないこと

とした。 
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申立ての内容 申立てへの対応 

の発展が本来の交流に対しても良い効果を及ぼしてい

ることを評価願いたい。 

 

以上，本評価項目においては，多くの観点において優

れた実績や効果を挙げていることから，目的及び目標の

達成におおむね貢献している，と判断する。 
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◇ 特記事項 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

本学は，基本理念の一つである『世界に通ずる医学の

教育研究を目指す(讃岐の丘から世界に発信)』を実現す

るため，従来，国際交流事業の充実と発展を最重要課題

と位置付け，学内では教育，研究，医療及び管理運営の

4 部門にわたり，学外では国際活動を通じた地域貢献に

おいて多面的に取り組んできた。医学部（医学科及び看

護学科）のみの単科大学であり教職員数も総合大学に比

べると少ない現状を踏まえ，単に交流する大学や研究機

関の数を増やし浅く広い交流を目指すのではなく，目的

に合致する交流先を選定し重点的かつ継続的な活動を

展開することにより，交流先との深い相互協力・相互扶

助を育み，真の「国際的な連携及び交流」の構築を目指

している。 

平成 8 年度の自己点検評価書に明記された上記方針は，

更に平成 13 年度の国際交流委員会における「香川医科

大学の国際交流・国際貢献指針」として，8 項目に集約

され明文化されている。すなわち，(1)「インフラの整備」

として IT 化などの充実を図ること，(2)「留学生の受け

入れ」として将来 50 名程度を目指すこと，(3)「留学生

の派遣」として既存の交流校間の派遣定員の増加と新た

な交流校の開拓を行うこと，(4)「地域との連携」として

地域社会（三木町など各種団体）のニーズに対応した協

力の推進を行うこと，(5)「開発途上国との交流」として

統合予定の香川大学と協力し，教育・研究・医療・看護

の面での協力を推進すること，(6)「香川大学との協力」

として両大学で協力した国際交流関連事業の展開（国際

交流シンポジウムの開催など）など学部間協議組織を作

ること，(7)「国際交流基金の設立」として活動を円滑に

進めるための基金の設立の必要性，(8)「英語教育」とし

て国際言語としての英語教育カリキュラム改革の必要性

である。本学ではこの指針をほぼ忠実に継承し，積極的

な国際交流推進事業が戦略的に展開されている。 

本学のこうした国際的な連携及び交流活動の典型例は，

カナダのカルガリ大学医学部との交流に見られる。カル

ガリ大学は 1970 年に創設された比較的若い医学部であ

り，我々の大学と置かれた環境が似ている。1989 年から

始まった交流は，現在まで様々なレベルで継続的に展開

されており，学長・副学長レベルやコーディネーターの

交流，教官の共同研究，学部学生のコース受講，大学院

学生の双方向の派遣などが継続的に実施されている他，

教育システムや評価システム改革への応用への共同作業

などにも及んでいる。さらに，2001 年には本学看護学科

と先方の看護学部との交流協定締結へと発展した。本学

の存在する三木町がカルガリ市近郊の町と姉妹町縁組を

締結して国際交流事業を展開することを希望し，その準

備に協力しているが，そのきっかけともなった。 

国際的な連携及び交流活動の目的・目標を達成するた

めには，目的・目標及び活動項目が適正であり，かつ，

それらが大学のみならず社会のニーズに合致すること，

そして限られた人的・財政的諸資源を如何に効率的に運

用し，最大限の効果を生み出す工夫がなされているかに

かかっている。本学の「国際交流コーディネーター」を

中心とした活動推進体制や，国際交流活動のための各種

自主的支援制度の確立，国際交流会館建設などの施策は，

その工夫の証である。 

国際交流協定校数をむやみに増やさないことを旨と

している以上，研究者や学生の受入れ・派遣の実数を増

やすことにおいては，ある限界があることが考えられる。

そこで本学では，プロジェクト型研究を核とした国際化

戦略を立て，国際的な研究会の主催開催，外国人研究者

の受入れ，共同研究先への派遣などを実践し効果を挙げ

ている。特に，希少糖研究においては希少糖国際学会の

設立，糖質バイオクラスター構造改革特区としての認定

など特色あるシステムを実現した。国際学会の開催数，

同参加者数，外国人研究者の受入れ数の増加などはこれ

により加速されている。このようなプロジェクト型研究

を更にいくつか立ち上げ，特色ある国際連携・交流活動

として発展させる戦略を立てている。 

大学の最大の使命は「質の高い教育」にある。本学で

は，国際交流活動の活性化により，医学部学生や大学院

学生の国際意識の高揚が見られ，国際的活動舞台を求め

る学生も増えてきた。また，多くの受験生が本学の国際

交流活動が積極的であることをその受験理由のひとつと

して挙げており，順調に国際的感覚を持った医師・看護

師の養成がなされている。さらに，地域への教育貢献と

して特記すべきは，ブリティッシュ・カウンシルと連携

協力した「高校生のための科学セミナー」を地元高校に

おいて毎年開催することになったことであろう。地域に

根ざした大学の取り組みとして，本学の姿勢を最もよく

示している事例である。 


